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はじめに

2009年5月、北朝鮮の核実験で東北アジアに世界の注目が集まりました。現在の東北アジアにおける国際情勢を、第二次世界大戦後の歴史を簡単に振り返りながら、考えみたいと思います。アジアに冷戦はなかった？米国最大の潜在敵国は日本？日米同盟の真の狙いは日本の封じ込め？小泉純一郎総理訪朝の真の狙いは米国からの独立？米国は北朝鮮に核を完全放棄させる意図はない？朝鮮半島の適度の緊迫で喜ぶのは米中、貧乏くじをひくのは日本？サブプライムローン問題と東アジアの国際情勢は密接な関係がある？こういったことを話題にしたいと思います。

１．冷戦期＝安定した時代

西側陣営の結束―アメ（経済的・軍事的恩恵）とムチ（敵の存在）

共産主義＝病原菌―弱い部分に拡散

アジアに対する蔑視観

最大の潜在敵国は日本

アジアの連帯を許さない―大東亜共栄圏構想の脅威

米国：アジアと共通の利益があるという幻想

２．冷戦終結後のアメリカ：不安定な時期

安定の二大礎喪失―「機会」（単独パワーという幻想）と危機（地域紛争、テロ等）

あの夢をもう一度―金融・軍事偏重

新たな敵の模索―北朝鮮の脅威を誇張

11/1998：国防総省：北朝鮮の脅威が消えた後も米韓同盟必要

6/2000南北朝鮮間で首脳会談－米国は冷ややか

３．９．１１とアメリカの対東アジア外交―複雑なネクサス

米国の軍事的脆弱性

9/11/2001　テロ事件

10/2001　米英軍、アフガン空爆開始

11/1/2001　テロ特別措置法（時限立法）により海上自衛隊をインド洋給油活動に派遣

1/2002　ブッシュ大統領　「悪の枢軸」演説

1/2002　東京でアフガニスタン復興支援会議開催

2/2002　ブッシュ米大統領が訪中、江沢民主席と米中首脳会談

4/2002　胡錦濤訪米

8/2002　台湾の陳総統が台湾と中国は別々の国と宣言

8/2002　米「国防報告」で先制攻撃を明言

9/17/2002　小泉総理訪朝、日朝首脳会談、日朝平壌宣言

10/2002　　テキサス州でブッシュ―江沢民会談

10/2002　北朝鮮がウラン濃縮計画を認めたと米が発表

12/2002　北朝鮮が原子炉再稼動

2/2003　胡錦涛が国家主席になり、江沢民は軍事委員会主席留任

3/2003　イラク戦争突入

4/2003　北京で３者会議（米中朝）

7/2003　イラク人道復興支援特別措置法（陸上自衛隊のイラク派遣決定）

8/2003　李登輝前総統、「“台湾”を国名に」と発言

8/2003　北京で第１回６者協議開催

10/2003　テロ特措法２年延長

12/2003　米国務省、台湾の独立の是非を問う住民投票に反対、自制を求める

12/2003　ブッシュ大統領が温家宝首相と会談後―台湾の現状維持主張、陳政権批判

2/2005　北朝鮮が核兵器保有の公式宣言

9/2005　米は中国を「responsible stakeholder」

3/2006　北朝鮮が短距離ミサイル発射実験実施

4/2006　胡錦涛国家主席が初めて公式訪米、ブッシュ大統領が「１つの中国」政策堅持表明

7/2006　北朝鮮が短・中距離ミサイルと長距離ミサイル発射実験実施

10/2006　北朝鮮が地下核実験成功声明

5/2007　北朝鮮が弾道ミサイル発射

6/2007　北朝鮮が弾道ミサイル発射

3/2008　台湾で馬英九圧勝：統一しない、独立しない、武力処理しない

3/2008　北朝鮮がミサイル実験

10/2008　米国による北朝鮮のテロ支援国家指定解除

4/2009　北朝鮮が飛翔体発射実験
5/2009　北朝鮮が２度目の核実験実施

日米：イラク―インド洋―北朝鮮ネクサス

米中：朝鮮半島・台湾海峡・江沢民→胡錦濤権力移譲ネクサス 

台湾と六者協議のネクサス

中国：「戦略的競争相手」→「建設的関係」

台湾問題―2008年選挙は戦略的機会提供、台湾への武器販売は支持

北朝鮮核実験（10/9/2006）― 外交交渉へと流れる触媒

核開発能力に枠組み：北朝鮮問題は米中関係・日米関係のテコ

”Congagement”戦略：北東アジア集団安全保障メカニズム+直接交渉

中国は台湾問題・北朝鮮問題の結節点―21世紀最大の挑戦は中国の台頭への対処

５．日米軍事同盟から総合的協力関係へ

甘えの構造を打ち切る機会

おわりに

